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サ
ー
ビ
ス
業
部
会

金
融
セ
ミ
ナ
ー
＆
交
流
会

十
月
十
八
日（
水
）、サ
ー
ビ
ス
業
部
会

（
坂
上
裕
宣
部
会
長
）に
お
い
て
、金
融
セ

ミ
ナ
ー
＆
部
会
員
交
流
会
を
開
催
し
、

三
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

金
融
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、当
部
会
に
所

属
す
る
五
つ
の
金
融
機
関
の
う
ち
、四
行

の
皆
様
に
ご
登
壇
頂
き
、次
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
ご
講
話
を
頂
き
ま
し
た
。

（
株
）福
井
銀
行
　
松
任
支
店 

支
店
長
　
小
松
　
徹
　
様

　「
金
融
環
境
と
融
資
に
対
す
る
考
え
方
」

（
株
）北
陸
銀
行
　
松
任
支
店

支
店
長
　
宮
本
　
健
志
　
様

　「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
拡
充・資
産
運
用
に
つ
い
て
」

（
株
）北
國
銀
行
　
松
任
営
業
部

営
業
部
長
　
山
﨑
　
　
勝
　
様

カ
ー
ド
部
　
小
石
　
昌
弘
　
様

　「
地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
取
組
」

金
沢
信
用
金
庫
　
松
任
南
支
店

支
店
長
　
寺
嶋
　
　
聡
　
様

　「
貸
借
対
照
表
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
チ
ェ
ッ
ク
」

講
話
で
は
、現
在
の
金
融
情
勢
や
融
資

判
断
の
ポ
イ
ン
ト
や
貸
借
対
照
表
の
見
方

と
い
っ
た
実
務
的
な
内
容
か
ら
、個
人
の

資
産
形
成
や
地
域
経
済
の
デ
ジ
タ
ル
化
ま

で
、幅
広
い
分
野
の
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
、当
部
会
内

の
飲
食
店
か
ら
オ
ー
ド
ブ
ル
を
用
意
し
、

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
形
式
で
の
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。参
加
者
の
皆
様
は
和
洋
様
々
な

お
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、交
流
の
輪
を

広
め
ま
し
た
。

人
材
育
成
委
員
会

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

～
多
様
な
人
材
が
活
躍
す
る
社
会
へ
～

人
材
育
成
員
会（
能
登
健
太
朗
委
員
長
）

は
九
月
二
十
七
日（
水
）、女
性
活
躍
推
進

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、四
十
六
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
講
演
会
と
事
例
発

表
の
二
部
構
成
に
よ
り
、女
性
活
躍
推
進

の
意
義
や
そ
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
ご
講

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部
　
講
演
会
　

講
師
　
黒
川
正
枝
　
氏

（
㈱
小
林
製
作
所
　
業
務
改
革
推
進
責
任
者
）

は
じ
め

に
、
社
内

の
Ｄ
Ｘ
推

進
に
よ
る

働
き
方
を

改
善
し
た

事
例
を
紹

介
し
ま
し

た
。
生
産

現
場
へ
の

カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
品
質
向
上

や
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
業
務
効
率
化
な
ど

に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い
て
は
、①
経
営

者
の
考
え
方
　
②
時
代
の
変
化
　
③
意
識

改
革
の
３
つ
の
転
機
が
変
革
へ
と
繋
が
っ

今
年
も
開
催
！
鉄
道
の
祭
典

い
い
と
こ
白
山
鉄
道
ま
つ
り
二
〇
二
三

青
年
部（
徳
田
祐
介
会
長
）は
十
月
十
五

日（
日
）、金
城
大
学
ア
リ
ー
ナ
に
て
、い
い

と
こ
白
山
鉄
道
ま
つ
り
二
〇
二
三
を
開
催

し
、市
内
外
か
ら
約
三
千
人
の
方
に
ご
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
の
開
催
と
な
る
当
事

業
で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
設
け
ら
れ
、【
鉄

道
】を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
ま
し
た
。

壮
観
！【
巨
大
ト
イ
レ
ー
ル
】

巨
大
ト
イ
レ
ー
ル
で
は
、子
ど
も
た
ち

が
自
分
の
プ
ラ
レ
ー
ル
を
走
ら
せ
、普
段

体
験
で
き
な
い
規
模
の
ト
イ
レ
ー
ル
を
楽

し
み
ま
し
た
。

運
転
士
気
分
を
味
わ
う
！

【
鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
】

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
と
モ
ニ
タ
ー
に
よ

り
、リ
ア
ル
な
運
転
士
気
分
を
味
わ
う
こ

と
が
で
き
る
鉄
道
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で

は
、子
ど
も
た
ち
が
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け

な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
操
作
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線
の
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
か

ら
敦
賀
駅
ま
で
を
再
現
し
た
巨
大
な
ジ
オ

ラ
マ
が
設
置
さ
れ
、来
場
者
は
熱
心
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

北
陸
三
県
の
路
線
を
再
現

【
北
陸
大
ジ
オ
ラ
マ
】

「「
電
車
の
お
医
者
さ
ん
」と
し
て
、走
行

し
な
が
ら
架
線
や
線
路
を
点
検
す
る
ド
ク

タ
ー
イ
エ
ロ
ー
の
ミ
ニ
新
幹
線
に
は
多
く

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

大
人
も
童
心
に
帰
る
！

【
ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
新
幹
線
】

「
鉄
道
の
ま
ち
」の
歴
史
を

振
り
返
る【
鉄
道
写
真
展
】

過
去
か
ら
現
在
の
歴
史
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
鉄
道
写
真
展
で
は
、か
つ
て

白
山
市
内
を
走
行
し
て
い
た
北
陸
鉄
道
の

写
真
展
示
の
ほ
か
、北
陸
新
幹
線
の
車
両

輸
送
の
様
子
を
収
め
た
映
像
の
上
映
コ
ー

ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、「
鉄
道
の
ま
ち
白

山
」の
周
知
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

他
に
も
各
地
の
ご
当
地
駅
弁
の
販
売

や
飲
食
ブ
ー
ス
の
出
店
、段
ボ
ー
ル
工
作

キ
ッ
ト
の
販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、参
加
者

か
ら
は「
親
子
で
体
験
で
き
る
催
し
が
多

く
、楽
し
か
っ
た
。」「
あ
い
に
く
の
天
候

だ
っ
た
が
、足
を
運
ん
で
よ
か
っ
た
。」と

い
っ
た
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

た
と
し
、優
秀
で
適
性
が
あ
れ
ば
男
女
関

係
な
く
活
躍
で
き
る
場
を
提
供
す
る
と

い
っ
た
こ
と
が
社
内
に
も
良
い
流
れ
を
も

た
ら
し
、意
識
改
革
に
も
繋
が
っ
て
い
る

と
し
ま
し
た
。

第
二
部
　
事
例
発
表

発
表
者
①
　
鶴
山
雄
一
　
氏

（
加
賀
建
設
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

女
性
が

能
力
を
発

揮
し
や
す

い
職
場
環

境
づ
く
り

の
た
め
の

目
標
を
掲

げ
、
現
在

で
は
全
従

業
員
の
半

数
が
女
性
で
あ
り
、建
設
現
場
で
の
更
衣

室
や
男
女
別
ト
イ
レ
の
設
置
、５
Ｓ
運
動

に
よ
る
清
掃
作
業
の
実
施
な
ど
具
体
的
な

取
組
事
例
を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、社
員
ひ
と
り
一
人
が
幸
せ
を
感

じ
て
働
け
る
よ
う「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

経
営
」の
必
要
性
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た

だ
き
ま
し
た
。時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

や
高
齢
化
に
よ
る
職
人
の
大
量
離
職
な
ど

建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境
や
イ
メ
ー
ジ
は

悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、健
康
経
営
の

推
進
や
テ
レ
ワ
ー
ク
制
度
の
拡
充
な
ど
の

働
き
や
す
さ
も
追
及
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
し
ま
し
た
。
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身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
配
慮

を
す
る
」
こ
と
で
、
使
用
者
に
は
経
営

者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
部
長
職
以
上

な
ど
部
下
を
指
導
す
る
立
場
の
人
も
含

ま
れ
る
。
ま
た「
生
命
、身
体
等
の
安
全
」

に
は
、「
心
身
の
健
康
」
も
含
ま
れ
る
。

・ 

そ
の
行
為
が
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
か
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
で
な
い
か
は
本
人
の
意
図

と
は
関
係
な
く
、
相
手
が
決
め
る
が
、

上
司
が
部
下
を
叱
責
す
る
こ
と
す
べ
て

が
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
で
は
な
く
、
教
育
的

な
指
導
を
逸
脱
し
た
人
格
の
否
定
が
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
あ
た
る
。

・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場
の
「
和
」
を
阻

害
す
る
要
因
。
放
置
せ
ず
、
即
座
に
適

切
な
対
応
が
必
須
。

・ 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
重
要
。

Ｄ
Ｘ
推
進
委
員
会

十
月
五
日（
木
）、第
二
回
Ｄ
Ｘ
推
進

委
員
会（
大
竹
和
彦
委
員
長
）を
開
催
し
、

十
九
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
委
員
会
で
は
、Ｄ
Ｘ
推
進
に
関

す
る
具
体
的
な
事
例
を
学
ぶ
べ
く
、（
株
）

別
川
製
作
所
よ
り
、六
角
篤
志
様（
経
営
企

画
室
長 

Ｄ
Ｘ
推
進
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
）を

お
招
き
し
、「
当
社
が
Ｄ
Ｘ
認
定
を
取
得
で

き
た
理
由
と
は
！？
～
Ｉ
Ｔ
か
ら
Ｄ
Ｘ
～
」

と
題
し
ご
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
話
の
中
で
は
、認
定
取
得
ま
で
の
取

組
事
例
を
は
じ
め
、社
内
外
か
ら
の
声
や
、

取
得
後
の
環
境
の
変
化
な
ど
も
ご
説
明
い

た
だ
き
、Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
る
上
で
の
課
題

や
効
果
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、「
Ｄ
Ｘ
推
進
の
戦
略
や

思
い
を
ど
の
よ
う
に
社
員
へ
伝
え
た
か
。」

と
の
質
問
が
あ
り
、当
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
で
も
あ
る
同
社
の
川
島
社
長
が「
手

を
変
え
品
を
変
え
、根
気
強
く
理
解
を
求

め
た
。」と
回
答
し
ま
し
た
。

女
性
会
だ
よ
り

研
修
会

和
菓
子
作
り
と
お
茶
の
淹
れ
方

九
月
二
十
七
日（
水
）、当
所
三
階
研
修

室
に
お
い
て
、研
修
会「
和
菓
子
作
り
と
お

茶
の
淹
れ
方
講
座
」が
行
わ
れ
会
員
十
七

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

講
座
は
、二
部
構
成
で
行
わ
れ
、前
半
は

講
師
に（
株
）田
中
屋
の
田
中
伸
治
氏
を
迎

え
、二
種
類
の
生
菓
子
作
り
を
行
い
ま
し

た
。丸
め
た
生
地
に
花
芯
を
模
し
た
黄
色

の
生
地
を
乗
せ
、二
本
の
筋
を
描
き
菊
の

花
に
な
り
ま
す
。講
師
の
お
手
本
を
見
て

取
り
組
み
、そ
れ
ぞ
れ
に
素
敵
な
菊
を
作

り
上
げ
ま
し
た
。

後
半
は（
株
）伊
藤
園
よ
り
テ
ィ
ー
テ
イ

ス
タ
ー
二
級
の
柳
瀬
昭
司
氏
を
講
師
に
、

温
か
い
お
茶
と
冷
た
い
お
茶
の
淹
れ
方
を

実
践
で
学
び
ま
し
た
。美
味
し
さ
の
決
め

手
は
、抽
出
の
温
度
に
あ
り
ま
す
。時
間
を

守
っ
て
淹
れ
ら
れ
た
お
茶
の
美
味
し
さ
は

格
別
で
し
た
。

前
半
に
手
作
り
し
た
生
菓
子
を
味
わ
い

な
が
ら
の
楽
し
く
為
に
な
る
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
。

新
潟
全
国
大
会

十
月
五
、六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、第

五
十
五
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合 手作りの生菓子に笑顔がこぼれます

会
新
潟
全
国
大
会
が
、新
潟
県
新
潟
市
の

朱
鷺
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
、全
国
三
百
九

女
性
会
か
ら
約
二
千
三
百
人（
当
所
女
性

会
よ
り
七
名
）が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
初
日
は
、長
岡
造
形
大
学
理
事
長

の
佐
々
木
順
子
氏
を
講
師
に「
変
革
を
促

す
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」と
題

し
て
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

続
け
て
、懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、初
日
を
終

え
ま
し
た
。

二
日
目
は
、主
催
者
挨
拶
と
し
て
、畠
山

笑
美
子
全
商
女
性
連
会
長
よ
り「
新
時
代

の
未
来
を
共
に
築
く
、よ
り
速
く
チ
ャ
レ

ン
ジ
、よ
り
強
く
チ
ェ
ン
ジ
」を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、日
本
最
大
級
の
女
性
経
営
者

団
体
と
し
て
の
活
動
を
女
性
会
メ
ン
バ
ー

へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。続
け
て
、小
林
健

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
の
挨
拶
の
後
、第

二
十
二
回
女
性
企
業
家
大
賞
お
よ
び
全
商

女
性
連
表
彰
の
授
賞
式
が
行
わ
れ
、最
後

に
次
回
開
催
地
の
滋
賀
県
内
の
女
性
会
メ

ン
バ
ー
へ
大
会
旗
が
渡
さ
れ
、閉
会
し
ま

し
た
。

発
表
者
②
　
伊
豆
野
洸
　
氏

（
㈱
箔
一
　
管
理
部
部
長
）

社
内
の

女
性
管
理

職
の
割
合

や
有
給
取

得
率
に
つ

い
て
具
体

的
な
数
字

を
用
い
て

ご
講
話
い

た
だ
き
ま

し
た
。専
用
の
ア
プ
リ
を
導
入
し
、急
な
休

暇
申
請
な
ど
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
Ｄ
Ｘ

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。創
業
者
自
身
が
女

性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、製
造
工
場
に
は

女
性
目
線
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
た
設
備

や
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
も
完
備
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
た
社

員
同
士
の
交
流
会
費
用
の
補
助
や
十
八
時

に
は
上
司
が
率
先
し
て
帰
宅
す
る
な
ど
、

働
き
方
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

発
表
者
③
　

猪
谷
浩
之
　
氏

（
石
川
県
信
用
保
証
協
会
　
総
務
部
部
長
）

青
木
元
江
　
氏

（
石
川
県
信
用
保
証
協
会
　
女
性
支
援
チ
ー
ム

「
エ
ク
ー
ト
」リ
ー
ダ
ー
）

猪
谷
様
よ
り
、信
用
保
証
協
会
の
概
要

や
保
証
実
績
を
ご
講
話
い
た
だ
い
た
後
、

青
木
様
よ
り
女
性
支
援
チ
ー
ム「
エ
ク
ー

ト
」創
設
に
お
け
る
経
緯
等
に
つ
い
て
ご

講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
傾
聴
」と「
共

感
」を
テ
ー
マ
に
創
設
さ
れ
た
背
景
に
は
、

女
性
経
営
者・
創
業
者
の
増
加
や
支
援
機

関
担
当
者
の
大
半
が
男
性
で
あ
る
こ
と
か

ら
、女
性
な
ら
で
は
の
視
点
や
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
な
こ
と
が
主
な
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
起
業
家
へ
の
相
談
支
援
の
ほ
か

女
性
向
け
創
業
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
な
ど

に
も
力
を

入
れ
、
今

後
も
悩
め

る
経
営
者

か
ら
の
相

談
に
対
応

し
て
い
く

と
し
ま
し

た
。人

材
育
成
委
員
会 

 

健
康
経
営
セ
ミ
ナ
ー

～
心
身
と
も
に
健
康
で

 

働
き
続
け
る
た
め
に
～

人
材
育
成
委
員
会
（
能
登
健
太
朗
委
員

長
）
は
、
十
月
二
十
五
日
（
水
）
に
健
康

経
営
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
二
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
二
部
制
で
、

一
部
を
「
か
ら
だ
の
研
修
」
二
部
を
「
こ

こ
ろ
の
研
修
」
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
主

な
内
容
は
下
記
の
通
り
で
す
。

【
一
部
　
か
ら
だ
の
研
修
】

演
題
　
～
糖
尿
病
、あ
な
た
は
大
丈
夫
？
～

講
師
　
森
川
美
智
子
氏

（
石
川
県
予
防
医
学
協
会
　
管
理
栄
養
士
）

・ 

石
川
県
は
糖
尿
病
お
よ
び
糖
尿
病
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
人
の
都
道
府
県
別
ラ

ン
キ
ン
グ
で
佐
賀
県
に
続
い
て
第
二
位
。

こ
れ
は
、
石
川
県
民
の
菓
子
購
入
が
他

県
に
比
べ
て
多
い
こ
と
か
ら
「
生
活
習

慣
の
乱
れ
」
が
原
因
と
考
え
ら
れ
、
本

人
の
行
動
次
第
で
予
防
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

・ 

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
は
男
性
が

九
年
、
女
性
が
十
二
年
。
こ
の
期
間
不

健
康
な
状
態
で
生
活
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

・ 
糖
尿
病
の
予
防
に
は
食
事
の
改
善
と
運

動
が
良
い
こ
と
は
周
知
で
あ
る
が
、「
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
高
い
」
こ
と
と
「
血
糖
値

を
上
げ
や
す
い
」
こ
と
は
イ
コ
ー
ル
で

は
な
い
こ
と
も
知
っ
て
欲
し
い
。
炭
水

化
物
の
一
グ
ラ
ム
当
た
り
の
カ
ロ
リ
ー

は
4
㎉
で
脂
肪
の
9
㎉
よ
り
少
な
い

が
、
消
化
・
吸
収
が
早
く
、
他
の
栄
養

素
と
比
較
し
て
最
も
早
く
大
き
く
食
後

血
糖
値
を
上
昇
さ
せ
る
。

【
二
部
　
こ
こ
ろ
の
研
修
】

演
題
　
～
事
例
か
ら
学
ぶ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
～ 

講
師
　
山
口
克
司
氏

（
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
、
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

・ 

仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
強
い
不
安
、

悩
み
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
し
た
労

働
者
の
内
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
含

む
対
人
関
係
を
原
因
と
挙
げ
た
人
は
一

位
「
仕
事
の
量
・
質
」、
二
位
「
仕
事
の

失
敗
・
責
任
の
発
生
等
」
に
続
い
て
第

三
位
で
、
多
く
の
働
く
人
が
対
人
関
係

に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。

・ 「
安
全
配
慮
義
務
」
と
は
労
働
契
約
法

5
条
に
明
記
さ
れ
て
い
る
「
使
用
者
は
、

労
働
契
約
に
伴
い
労
働
者
が
そ
の
生
命
、
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秋
の
叙
勲
　

秋
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、当
所
会
員
か

ら
左
記
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

長
年
に
わ
た
り
石
川
県
法
人
会
連
合
会

長
を
務
め
、納
税
知
識
の
普
及
と
納
税
行

政
の
円
滑
化
に
尽
く
す
と
と
も
に
、金
沢

商
工
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
地
域
産
業
の

振
興
に
も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

白
山
市
市
政
功
労
者
　
表
彰
　

白
山
市
は
令
和
五
年
度
度
の
市
政
功
労

者
を
発
表
し
ま
し
た
。当
所
会
員
か
ら
左

記
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

産
業
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す北村　哲志　氏

ホクショー（株）
松本　耕作　氏

加賀味噌食品工業協業組合

白
山
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
し
て
、長

年
に
わ
た
り
、卓
越
し
た
先
見
性
と
優
れ

た
行
動
力
を
も
っ
て
、地
域
商
工
業
の
振

興
発
展
並
び
に
地
域
経
済
の
活
性
化
に
尽

力
さ
れ
、活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。評

議
員
の
変
更

異
動
に
よ
り
新
し
く
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

堀口　祥　氏
（株）福井銀行

松任支店
支店長

（
株
）石
野
製
作
所

ゆ
で
卵
殻
む
き
装
置「
カ
ラ
ト
ル
」

特
長 

自
動
で
1
時
間
に
１
︐０
０
０
個
の

ゆ
で
卵
の
殻
を
む
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

合
格
お
め
で
と
う

第
二
二
九
回
日
商
珠
算
能
力
検
定
合
格
者

令
和
五
年
十
月
二
十
二
日
施
行

　
一
級　

山
田
結
鈴

以
上
一
名

　
二
級

髙
縁
勇
希

以
上
一
名

　
三
級

 

中
谷
舵
壱
　
　
藤
田
滉
生
　
　
藤
本
結
生
　
　

石
橋
杏
奈

以
上
四
名

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞

当
所
会
員
企
業
の（
株
）イ
ナ
バ
エ
ン
ジ

ニ
ア
が
運
営
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

IN
AVA

N
C

E

の
蚊
取
り
線
香
ホ
ル
ダ
ー

「M
IKA

D
ZU

KIm
ini

」が
二
〇
二
三
年

度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
、受
賞
さ
れ
ま

し
た
。グ

ッ
ド
石
川
ブ
ラ
ン
ド
認
定

石
川
県
で
は
毎
年
、県
内
中
小
企
業
等

が
開
発
又
は
改
良
し
た
製
品
を「
石
川
ブ

ラ
ン
ド
製
品
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

令
和
五
年
度
は
、当
所
会
員
企
業
の

（
株
）石
野
製
作
所
か
ら
、ゆ
で
卵
殻
む
き

装
置「
カ
ラ
ト
ル
」が「
グ
ッ
ド
石
川
ブ
ラ

ン
ド
製
品
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（株）イナバエンジニア　INAVANCE　MIKADZUKImini

知
っ
と
る
ツ
ア
ー
開
催

十
月
六
日（
金
）、一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
企
業
見
学
事
業
の「
知
っ
と
る
！
？

ツ
ア
ー
第
十
二
弾
」を
開
催
し
、十
一
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
以
降
、四
年
ぶ
り
の
開
催

と
な
る
今
回
は
、「
白
山
市
の
ご
み
処
理
と

最
先
端
の
焼
却
技
術
」を
テ
ー
マ
に
次
の

企
業
を
回
り
ま
し
た
。

見
学
先
①
　（
株
）ト
ス
マ
ク・ア
イ

収
集
し
た
ゴ
ミ
の
分
別
工
程
や
、廃
棄

物
を「
Ｒ
Ｐ
Ｆ
」と
呼
ば
れ
る
固
形
燃
料
　

へ
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
過
程
を
見
学
し
ま

し
た
。

見
学
先
②

松
任
石
川
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ご
み
の
集
積
か
ら
焼
却
ま
で
の
流
れ
を

見
学
し
、有
害
物
質
を
抑
制
す
る
技
術
や
、

焼
却
時
の
熱
を
利
用
し
発
電
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

見
学
先
③
　（
株
）ア
ク
ト
リ
ー

焼
却
炉
の
製
造
工
程
を
学
び
、工
場
で

の
作
業
風
景
を
見
学
し
ま
し
た
。ま
た
、社

屋
見
学
も
行
い
、屋
内
へ
の
生
木
の
植
樹

や
、環
境
に
配
慮
し
た
設
計
な
ど
の
説
明

も
受
け
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
こ
と
が
学
べ
た
。」「
見
学
す
る

こ
と
で
企
業
や
そ
の
取
組
を
身
近
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。」と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

事業主の皆さまへ

公益財団法人産業雇用安定センター 石川事務所
住所︓金沢市上堤町 金沢南町ビル 階

︓

 昭和62年3月、厚生労働省と経済･
産業団体の協力により､出向･移籍
の専門機関として発足し、設立以
来30年以上にわたり、全国で約24
万人の人材マッチングを支援して
きた、実績と信頼のある公益財団
法人です。

 人材の受入や従業員の再就職支援、
在籍出向支援など、無料でご利用
いただけます。

 お気軽にご相談下さい。

産業雇用安定センターとは？ サービスのラインナップ

～産業雇用安定センターのご案内～

産業雇用安定
センターが、
詳しくわかる
動画です。

離職する従業員の方の
再就職をサポート

社員の人材育成やキャリア
アップの出向をサポート

「キャリア人材バンク」で
高齢者の再就職をサポート

社員のスキルアップや研修
を目的とするセミナー（有料）

2

43

1
事業縮小や事業所閉鎖、構
造改革のための早期退職募
集に応じて離職を余儀なくさ
れる従業員の方に、在職中か
らの再就職活動をサポートし
ます。

能力があり経験が豊富な60
歳以上の高齢者の再就職を
サポートします。在職高齢者
だけでなく、離職後1年以内
の高齢者の方も登録するこ
とができます。

社員の人材育成や他の企業
との交流を目的とする出向、
社員が自発的なキャリアアッ
プを希望する際の出向をサ
ポートします。

管理者や新入社員への研修、
コミュニケーション、リーダー
シップ、ハラスメント、コンプラ
イアンスなどのセミナーを企
業様のご要望を踏まえオー
ダーメイドにより承ります。

2024年
納期ダイアリー
が出来ました。
2024年の国税、県税、市税、社
会保険料、労働保険料等の納
付時期が記載されているダイ
アリーを作成しました。
商工会議所窓口にて配布して
います。

2024年 納期ダイアリー

経営のご相談は 白山商工会議所
  中小企業相談所 TEL（076）276-3811  FAX（076）276-3812

URL：https://hakusancci.or.jp E-mail：info@hakusancci.or.jp

※法人税・地方法人税・法人事業税・法人市県民税・消費税の納付期限は申告期限と同じです。

1
赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水
元

　
　
　日

申
告
受
付
開
始

◆
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確
定

年
金
保
険
料

◆
十
一
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生

◆
国
民
年
金
保
険
料

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
十
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
四
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

成
人
の
日

◆
十
二
月
分
特
別
徴
収
の
市
県
民
税

興
特
別
所
得
税

◆
十
二
月
分
の
源
泉
所
得
税
及
び
復

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
納
期
の
特
例
適
用
分
の
源
泉
所
得

◆
労
働
保
険
料（
第
三
期
）

年
金
保
険
料

◆
十
二
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
十
期
）

◆
個
人
の
市
県
民
税（
第
四
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
十
一
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
五
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

2
先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
付
開
始

◆
贈
与
税
確
定
申
告
の
受

建
国
記
念
の
日

振
替
休
日

県
民
税

◆
一
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
一
月
分
の
源
泉
所
得
税

付
開
始

所
得
税
の
確
定
申
告
受

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別

天
皇
誕
生
日

厚
生
年
金
保
険
料

◆
一
月
分
の
健
康
保
険
料
・

◆
国
民
年
金
保
険
料

一
期
）

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
十

◆
固
定
資
産
税（
第
四
期
）

◆
都
市
計
画
税（
第
四
期
）

民
税
・
法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県

び
地
方
消
費
税
）

方
法
人
税
・
消
費
税
及

確
定
申
告（
法
人
税
・
地

◆
十
二
月
末
決
算
法
人
の

間
申
告

◆
六
月
末
決
算
法
人
の
中

3
先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

県
民
税

◆
二
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
二
月
分
の
源
泉
所
得
税

付
期
限

◆
贈
与
税
の
申
告
及
び
納

付
期
限

所
得
税
の
申
告
及
び
納

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別

春
分
の
日

4
赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

金
保
険
料

◆
二
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
十
二
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
一
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
七
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

の
申
告
及
び
納
付
期
限

◆
個
人
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

◆
三
月
分
特
別
徴
収
の
市
県
民
税

特
別
所
得
税

◆
三
月
分
の
源
泉
所
得
税
及
び
復
興

昭
和
の
日

金
保
険
料

◆
三
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
一
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
二
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
八
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

5
先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

憲
法
記
念
日

み
ど
り
の
日

こ
ど
も
の
日

振
替
休
日

◆
四
月
分
特
別
徴
収
の
市
県
民
税

特
別
所
得
税

◆
四
月
分
の
源
泉
所
得
税
及
び
復
興

生
年
金
保
険
料

◆
四
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
二
期
）

◆
固
定
資
産
税（
第
一
期
）

◆
都
市
計
画
税（
第
一
期
）

・
法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
）

告（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・

◆
三
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申

告
◆
九
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申

税
の
延
納
額
の
納
付
期
限

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

6
仏滅 大安 赤口 先勝 友引 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

特
別
徴
収
の
市
県
民
税

◆
納
期
の
特
例
適
用
分
の

県
民
税

◆
五
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
五
月
分
の
源
泉
所
得
税

7
赤口 先勝 友引 先負 仏滅 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

◆
五
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年
金
保
険
料

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
三
期
）

◆
個
人
の
市
県
民
税（
第
一
期
）

税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・
法
人
市
民

消
費
税
）

◆
（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費
税
及
び
地
方

◆
四
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
十
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

◆
労
働
保
険
料（
第
一
期
）

限
◆
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
期

◆
六
月
分
特
別
徴
収
の
市
県
民
税

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
納
期
の
特
例
適
用
分
の
源
泉
所
得

特
別
所
得
税

◆
六
月
分
の
源
泉
所
得
税
及
び
復
興

海

　の

　日

二
期
分
の
減
額
申
請
期
限

予
定
納
税
額
第
一
期
分
の
及
び
第

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

保
険
料

◆
六
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年
金

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
四
期
）

◆
固
定
資
産
税（
第
二
期
）

◆
都
市
計
画
税（
第
二
期
）

市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・
法
人

方
消
費
税
）

税
・
地
方
法
人
税
・
消
費
税
及
び
地

◆
五
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告（
法
人

◆
十
一
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

定
納
税
納
付
期
限（
第
一
期
）

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予

8
友引 先負 仏滅 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

山

　の

　日

振
替
休
日

県
民
税

◆
七
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
七
月
分
の
源
泉
所
得
税

9
大安 赤口 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

◆
個
人
の
事
業
税（
第
一
期
）

金
保
険
料

◆
七
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
五
期
）

◆
個
人
の
市
県
民
税（
第
二
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
六
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
十
二
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

の
中
間
申
告（
年
１
回
の
方
）

◆
個
人
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

◆
八
月
分
特
別
徴
収
の
市
県
民
税

特
別
所
得
税

◆
八
月
分
の
源
泉
所
得
税
及
び
復
興

敬
老
の
日

秋
分
の
日

振
替
休
日

金
保
険
料

◆
八
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
六
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
七
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
一
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

10
赤口 先勝 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

県
民
税

◆
九
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
九
月
分
の
源
泉
所
得
税

ス
ポ
ー
ツ
の
日

金
保
険
料

◆
九
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
労
働
保
険
料（
第
二
期
）

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
七
期
）

◆
個
人
の
市
県
民
税（
第
三
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

◆
（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
八
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
二
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

11
仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

文
化
の
日

振
替
休
日

県
民
税

◆
十
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
十
月
分
の
源
泉
所
得
税

期
分
の
減
額
申
請
期
限

所
得
税
の
予
定
納
税
二

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別

勤
労
感
謝
の
日

12
大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 赤口

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

◆
個
人
の
事
業
税（
第
二
期
）

金
保
険
料

◆
十
月
分
の
健
康
保
険
料
・
厚
生
年

◆
国
民
年
金
保
険
料

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
八
期
）

法
人
市
民
税
）

（
法
人
事
業
税
・
法
人
県
民
税
・

税
及
び
地
方
消
費
税
）

（
法
人
税
・
地
方
法
人
税
・
消
費

◆
九
月
末
決
算
法
人
の
確
定
申
告

◆
三
月
末
決
算
法
人
の
中
間
申
告

予
定
納
税
納
付
期
限（
第
二
期
）

◆
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

別
徴
収
の
市
県
民
税

◆
納
期
の
特
例
適
用
分
の
特

県
民
税

◆
十
一
月
分
特
別
徴
収
の
市

及
び
復
興
特
別
所
得
税

◆
十
一
月
分
の
源
泉
所
得
税

◆
国
民
健
康
保
険
税（
第
九
期
）

◆
固
定
資
産
税（
第
三
期
）

◆
都
市
計
画
税（
第
三
期
）
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会報　白山商工会議所

2023.11   0809   2023.11

vol.225

経営支援課　☎276-3811

商工会議所がお手伝いします。お気軽にご相談ください。補助金のご案内

支援策紹介

持続的な経営に向けた経営計画に基づく、小規模事業者等の地道な販路開拓等の取り組みや、業務効率化
の取り組みを支援するため、それに要する経費の一部を補助するものです。

〇補助上限：［通常枠］ 50 万円
〇補 助 率：2 ／ 3
〇 対象経費：機械装置等費、広報費、ウェブサイト関連費、展示会等出展費（オンラインによる展示会・

商談会 等を含む）、旅費、開発費、資料購入費、雑役務費、借料、設備処分費、委託・外注費補助額　
　〈補助金事務局　TEL　03-6632-1502〉

 ●小規模事業者持続化補助金 ［第14回公募締切　12月 12日（火）］

高圧・特別高圧電力及び工業用 LP ガスを利用している県内中小企業等が、対象期間内において
電力・ガスを使用する際の使用料金の一部を支援します。
（支援金対象者）
①石川県内に本社又は、主たる事業所を有する中小企業等であること。
②石川県が実施する以下の事業に係る支援金等の支援対象に該当しないこと
　・石川県物価高騰対策支援事業（医療機関・福祉施設等） 【健康福祉部】 
　・石川県地域公共交通等運行継続特別支援金 【企画振興部】
③石川県内の事業所において高圧電力、特別高圧電力または工業用 LP ガスを利用していること。

支援対象期間における高圧電力、特別高圧電力、工業用 LPガスの使用量×単価にて算出します。

支援対象期間 支援単価
（　）内は9月分 特例申請制度

高圧電力

売上高に対する
電気代の割合が
7％以上 令和5年4月～9月

使用分

1.8円／kwh
（0.9円／kwh）
上限100万円

※高圧電力のみ
　�申請額が上限に達した場合は、
9月15日から申請いただくこ
とができます。

売上高に対する
電気代の割合が
3.5％以上7％未満

0.9円／kwh
（0.5円／kwh）
上限50万円

特別高圧電力
令和5年1月～9月

使用分

2.0円／kwh
（1.0円／kwh）

工業用LPガス 12.0円／㎥
��（6.0円／㎥）

申請受付期間　10 月 10 日（火）～ 12 月 22 日（金）　補助金上限額 100 万円　　　　
　〈問合せ先　石川県電気・ガス価格高騰緊急対策支援金事務センター　TEL　231-3134〉

 ●石川県電気・ガス価格高騰緊急対策支援金

起業しやすい環境を整え、持続可能な地域経済の発展を推進するため、白山市内において新たに事業所を
建築又は活用して事業を開始する起業家に補助金を交付します。

〇対 象 者　１．白山市に主たる事業所があること
　　　　　　２．会社または市内在住の個人事業主であること
　　　　　　３．申請時点で事業開始してから１年未満であること
〇補助金額　基本額：対象経費の２分の１（上限 30 万円）
　　　　　　加算額：若年者（40 歳未満）上限 20 万円／白山ろく地域上限 120 万円（併用不可）
〇対象経費　事務所や店舗等の開業に必要な次の費用（消費税等を除く）
　　　　　　工事費（建築、改修）、購入費（事務所・店舗、機械設備・備品）
　　　　　　最大 12 か月分の賃借料（事務所・店舗、土地、機械設備・備品、移動店舗）
　〈問合せ先　白山商工会議所　TEL　276-3811〉

 ●白山市起業家支援補助金

金融（融資）のご案内 資金繰り対策の融資制度です

新型コロナウイルス感染症対策融資� ※利率は令和 5年 11月 1日現在
制度名 コロナマルケイ（国） コロナ特貸（国） 物価高騰対策等総合支援特別融資（県） コロナ借換融資（県）
融資限度額 1,000 万円 8,000 万円 1億円 8,000 万円

利率 当初 3年間 0.9％
（4年目から 1.20％）

基準金利
（当初3年間基準金利より▲
0.5%引下げ）

1.00％以内 固定 1.00％以内（10年以内）
変動 1.15％以内（10年超）

融資期間
（据置期間）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年）

運転 20年（5年）
設備 20年（5年） 10年（5年） 15年（5年）

売上減少要件 5％以上 5％以上 5％以上 3％以上
担保・保証 無担保・無保証 無保証 信用保証必須（保証料免除） 信用保証必須
主な公的融資制度� ※利率は令和 5年 11月 1日現在
制度名 マルケイ（国） 小口零細融資（県） 地域商工業活性化融資一般分（県） 中小企業経営安定支援資金（市）

融資限度額 2,000 万円 2,000 万円 5,000 万円
（特認 2億円）

1,500 万円（運転）
2,000 万円（設備）
3,500 万円（特認）

利率 1.20％ 1.70％ 1.80％以内（付保 1.40％）
※ 10年超は変動金利

1.55％以内（運転）
1.70％以内（設備）

融資期間
（据置期間）

運転 7年（1年）
設備 10年（2年）

運転 5年（1年）
設備 7年（1年） 15年（2年） 運転 7年（1年）

設備 10年（2年）
担保・保証 無担保・無保証 無担保・信用保証必須 金融機関の取り扱い 金融機関の取り扱い

 ●金融（融資） 詳しい内容や条件は当所の経営指導員までお問合せください。

皆様の課題やニーズに応じて、適切な専門家の選定や最適な派遣回数の設定など、専門事業全体をコーディ
ネートしますので、まずは日々の事業活動の悩みをお気軽にご相談ください。
【企業負担】無料
【派遣回数】以下の企業は上限無し（その他の企業は３回まで）
①売上減少企業、②再生支援案件、③事業承継案件、④粗利減少企業、⑤仕入単価高騰企業、⑥賃上企業、⑦創業予定者

 ●経営力強化総合支援アドバイザー派遣事業

専門家派遣制度のご案内 経営課題の解決の為に専門家を派遣します

石川県産業創出支援機構では、社会を取り巻くデジタル環境の変化や人手不足の状況の中、DX（デジタル化）を通じた競
争優位の確立や経営戦略上の課題解決に向けて、県内中小企業者等の継続的なデジタル投資を重点的に後押しすることを目
的に、DX（デジタル化）設備導入支援事業を下記のとおり募集します。
　〇 FS 調査枠　補助金額 30 万円以上 100 万円以内　補助率 1/2（賃上げ要件を満たす場合 2/3、小規模事業者 2/3）
〈問合せ先　ISICO　TEL　267-1001　　石川県商工労働部産業政策課　TEL　225-1519〉

 ● 2023年度…石川県DX（デジタル化）設備導入補助金（FS調査枠）［公募締切　12月 15日（金）］

デジタル化の活用支援

みらデジは中小企業庁による中小企業者向けデジタル化支援ポータルサイトです。
「みらデジ経営チェック」「みらデジリモート相談」など、事業者の皆さんのデジタル化の経営課題を解決します。
全て無料で利用できますので、是非ご活用ください。

〈問合せ先　みらデジ事務局　TEL　03-6825-3104〉

 ●みらデジ

事務部門の効率化や IT を利活用した経営の改善、ペーパーレス化、システム導入に向けた課題など、デジタル化に取り組
む県内企業の課題解決に向けて、外部専門家を派遣し継続的な診断・助言を行うことを通じて、企業の発展・成長を促進す
ることを目指します。
〈問合せ先　ISICO　設備導入支援課　TEL　267-1174〉

 ●いしかわデジタル化推進アドバイザー派遣事業
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藤枝商工会議所を知ろう!!友 好 コ ー ナ ー 第85回

スポーツを活かしたまちづくり・ひとづくり
プロバスケットリーグのベルテックス静岡と連携協定　9/25（月）
　次代を担う子供たちに夢を与え“幸せになるまち”藤枝づくりを推進するため、「スポーツを活かしたまちづく
り・ひとづくりのための ふじえだドリームタウン協定」を、プロバスケットチーム（B2リーグ）ベルテックス静岡
を運営する㈱VELTEXスポーツエンタープライズ、藤枝市・藤枝商工会議所・岡部町商工会・藤枝市スポーツ協会・
藤枝市観光協会の6者で協定締結式を行いました。
　この協定書は、多様な連携を通じて、6者がそれぞれの資源や魅力を有効に活かして事業に協力して取り組み、
スポーツを活かしたまちづくり・ひとづくり、さらには次世代を担う子どもたちの夢を与え「幸せになるまち」藤枝
づくりの推進していくことを目的としています。スポーツを活かし、藤枝市の活性化に貢献していきます。

ふじえだドリームタウン協定　締結式を行いました山田会頭と主将の加納選手

「新型コロナ関連融資を現在借りていますか？」という質問に対しては、「借りている」が 59.8％、「借りていない」
が 40.2％となりました。

業種別では、運輸業、建設業、製造業の順に借入している企業が多くなっています。

コロナ関連融資を「借り入れしている」と回答した業種
運輸業… …………………83.3％（… 5件/… 6件）
建設業… …………………65.6％（21件/32件）
製造業… …………………60.0％（27件/45件）
卸・小売業… ……………64.7％（11件/17件）
サービス業… ……………47.8％（11件/23件）
その他・……………………25.0％（… 1件/… 4件）

コロナ後の資金繰り見通しに関するアンケート結果

　新型コロナ関連融資の元金返済が、今年から始まる企業が多いと言われていることから、今回、
会員企業の資金繰り見通しについて、アンケートを実施いたしました。

○発送数：1,646件　○回答数：127件　（製造業45件、建設業32件、卸・小売業17件、サービス業23件、運輸業6件、その他4件）

○調査期間：令和 5年 9月 21日（木）～令和 5年 10月 20日（金）

➀ 新型コロナ関連融資を、現在、借りていますか？

問 3． 新型コロナ関連融資を、
現在、借りていますか？

127 件の回答
借りている
59.8％

借りていない
40.2％

新型コロナ関連融資では、最長３年間、元金返済を据え置くことができますが、前問で「借りている」と回答
した企業に元金返済が始まっているかを訊ねたところ、「始まっている」が 46.9％「まだ先」が 53.1％となりま
した。
コロナ関連融資を借りている 76社に対し、今後の返済見通しを訊ねたところ、「返済に不安がある」との回答

が 40.8％。「返済に不安なし」と回答した企業は 57.9％、他に、「借り換えをして返済計画を変更したが、まだ
余裕があるとは言えない。」という回答があった。
また、業種別にみると、「返済に不安がある」と回答した企業の割合は、運輸業、サービス業、製造業の順に多かった。

コロナ関連融資の返済に「不安がある」と回答した業種
運輸業… …………………60.0％（… 3件/… 5件）
サービス業… ……………54.5％（… 6件/11件）
製造業… …………………44.4％（12件/27件）
建設業・……………………33.3％（… 7件/21件）
卸・小売業… ……………27.3％（… 3件/11件）
その他… ……………… 100.0％（… 1件/… 1件）

② 返済に関する見通しはいかがでしょうか？（前問で新型コロナ融資を「借りている」と回答した方のみ回答）

問 5． 今後の返済に関
する見通しはい
かがでしょうか。

（該当する番号を
１つ選択）

76 件の回答

返済に
不安がある
40.8％

返済に
不安がない
57.9％

返済の借り換えをして返済計画を変更した
が、まだ余裕がある
とは言えない。

新型コロナ関連融資では、元金返済０、金利
もほぼゼロの状態から元金返済が始まったとき
に資金繰りに窮する企業が多いことから、借り
換えの際、利用可能な融資制度や保証制度があ
ることを知っているかを訊ねたところ、「知って
いる」が 53.3％、「知らない」が 46.7％であった。

③ 新型コロナ関連融資に対する借り換えの融資制度、保証制度があることを知っていますか？
問 6-1． 新型コロナ関連融資からの

借り換えの融資制度、保証
制度があることをご存じで
しょうか？

122 件の回答

知っている
53.3％

知らなかった
46.7％

④ 新型コロナ関連融資からの借り換えの融資制度、保証制度を利用していますか？
また、問３で新型コロナ関連融資を現在借りている人に対し借り換えの融資制度や保証制度を利用したかどう

か訊ねたところ、「利用している」が 17.1％、「利用していない」は 71.1％、無回答 11.8％となった。
新型コロナ関連融資の借り換え、資金需要に対して、石川県では、新型コロナウイルス感染症借換融資、物価高

騰対策等総合支援特別融資の制度を設けておりますが、利用に際しては、経営行動計画書の作成、金融機関による
継続的な伴走支援、セーフティネット保証の認定等、条件がございます。詳細は、当所経営支援課までお問い合わ
せください。

⑤ 御社が現在、重点的に取り組みたい経営課題について教えてください。（3 つまで回答可）

現在、重点的に取り組みたい経営課題（3 つまで回答可）について尋ねた設問では、回答が多かったものから順に、
第 1 位、人材雇用・育成（81 件）第２位販路開拓・確保（42 件）、第 3 位価格転嫁、デジタル化対応（ともに 33 件）
の順となりました。

その他の回答については、右記の表をご参照ください。

アンケート調査にご協力いただきましてありがとうございました。
今後も継続的にアンケート調査を実施してまいりますのでご協力い
ただきますようお願い申し上げます。
また各種セミナーや補助金等の情報提供も行いますので気になる点
がございましたらお気軽に白山商工会議所へお問合せください。

問 7． 御社が現在、重点的に取り組みたい経営課題
について教えてください。（3 つまで回答可）

127 件の回答

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
⑫その他

⑪移転問題と建設資金の調達
⑩業態転換・事業再構築

⑨事業承継
⑧新商品・新サービスの開発

⑦設備投資
⑥資金調達・資金繰り

⑤賃金の引上げ
③デジタル化対応

③価格転嫁・コスト削減
②販路開拓・確保
①人材雇用・育成

42（33.1％）
81（63.8％）

25（19.7％）

33（26％）

22（17.3％）
24（18.9％）

27（21.3％）
33（26％）

7（5.5％）7（5.5％）
1（0.8％）1（0.8％）
1（0.8％）1（0.8％）

17（13.4％）17（13.4％）
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北陸信越は、悪化。製造業では、原材料・エネルギー価格の高騰に加え、
海外経済の減速による引き合い減少により、機械器具関係を中心に
売上・採算が悪化した。なお、石川県では今月から「いしかわ百万
石文化祭 2023」が開催されており、印刷業における需要増加など、
一部で明るい声も聞かれた。卸売業では、小売業からの引き合い減
少により、飲食料品や衣料品関係を中心に売上・採算が悪化した。

　● 今月から「いしかわ百万石文化祭 2023」が開催されており、
需要が増加した。ただ、業績は依然として回復していない（印
刷業）

　● 急に気温が低くなったため、秋物衣料の動きが活発になった（織
物・衣服・身の回り品小売業）

　● インバウンドを含む、冬場のスキー客の回復に期待している（飲
食店）

北陸信越の業況動向

全産業合計の業況DIは、▲10.5（前月比▲1.5ポイント）。小売業は、
物価高で買い控えが続く中、人手不足に伴う人件費の増加等で悪化
した。サービス業は、物価高による生活関連サービスの需要停滞で
横ばい圏内で留まり、卸売業は、小売・サービス業からの引き合い
減少でほぼ横ばいとなった。製造業は、自動車関連が好調な一方、
エネルギー価格の高騰によるコスト増が全体を押し下げ、建設業は、
公共工事の受注増で改善を示すも力強さを欠いている。エネルギー
価格の高騰や最低賃金の上昇等でコスト増が継続する中、これに見
合った十分な価格転嫁が行えていない。また、深刻な人手不足に加え、
インボイス制度等の諸課題への対応も重なり、中小企業の業況は悪
化に転じた。

全国の状況

LOBO調査
商工会議所早期景気観測 調査期間：

2023年10月16日～20日
調査対象：全国 329 商工会議
所の会員 2,478企業

今回の調査ポイント
業況 DI は、物価高とコスト増の継続
で悪化。先行きは、さらなるコスト
増や人手不足等で厳しさ続く。

景気天気図
前年同月比 先行見通し

全国 北陸信越 全国 北陸信越

全業種
▲ 10.5 ▲ 15.2 ▲ 14.6 ▲ 21.1

建設業
▲ 14.3 ▲ 29.0 ▲ 13.1 ▲ 32.3

製造業
▲ 9.3 ▲ 24.4 ▲ 14.8 ▲ 31.7

卸売業
▲ 20.6 ▲ 33.3 ▲ 20.2 ▲ 23.8

小売業
▲ 16.0 ▲ 17.2 ▲ 19.2 ▲ 13.8

サービス業
0.0 10.2 ▲ 9.0 ▲ 8.2

特に好調
（50<D1）

好調
（25<D1<50）

まあまあ
（0<D1<25）

不振
（▲25<D1<0）

きわめて不振
（D1<▲25）

DI=（増加・好転などの回答割合）ー（減少・悪化などの回答割合）

今月の調査結果の詳細、トピックス等
が見られます。サイトをチェック！

建設業

建設資材価格の高止まりやエネルギー価格の高騰によるコスト増に加え、技術者等の深刻な人手不足は継続している
ものの、国土強靭化事業等により受注が堅調に推移する公共工事がけん引し、改善。

製造業

挽回生産が続く自動車関連の生産・出荷は好調な一方、世界経済の鈍化に伴い電子部品関連の需要が低迷する他、エ
ネルギー価格の高騰や円安による輸入部材の高騰等に伴うコスト増が全体を下押しし、ほぼ横ばい。

卸売業

公共工事の受注増に伴う建設関連商品の需要は堅調なものの、消費者の買い控えや生活関連サービスの需要停滞によ
り、日用品等を始めとする小売・サービス業からの引き合い減少で、ほぼ横ばい。

小売業

長引く物価高による消費者の買い控えに加え、人手不足に伴う人件費やエネルギー価格の高騰によるコスト増で、悪化。
事業者からは、買い控えが続く中、労務費やエネルギー費の上昇分までの価格転嫁は難しいといった声も聞かれた。 

サービス業

インバウンド需要が回復する中、秋の行楽シーズンも重なり、飲食・宿泊・観光業は堅調に推移する一方、物価高に
よる理容・美容等の生活関連サービスの需要停滞や深刻な人手不足が重荷となり、ほぼ横ばい。

業種別の動向 前月と比べたDI 値の動き　　　　 改善　　　　 ほぼ横ばい　　　　 悪化

（令和 6年 4月以降

　障害のある方もない方も、希望や能力に応じて職業を
通じた社会参加のできる「共生社会」の理念を実現するた
め、全ての事業主は、従業員の一定割合（「法定雇用率」
といいます。）以上の障害者を雇用する義務があります。
　今回は、この法定雇用率の引き上げと、障害者雇用の
支援策の強化について、お話ししたいと思います。

① 障害者の法定雇用率が段階的に
　引き上げられます。（令和6年4月以降）

令和5年度 令和6年4月 令和8年7月

民間企業の
法定雇用率 2.3％ 2.5％ 2.7％

対象事業主の
範囲 43.5人以上 40.0人以上 37.5人以上

【例】常時雇用している労働者が 120 人の企業
（現在） 120人×2.3％＝2.76人（少数点以下切り捨て）
 → 2 人以上の障害者の雇用義務があります。

（令和 6 年 4 月～）

 120人×2.5％＝3人
 →3人以上の障害者の雇用義務になります。
※ 短時間労働者や重度身体・知的障害者などは、計算方

法が異なりますので、詳しくはハローワークへお問い
合わせください。

※ 障害者を雇用しなければならない対象事業主には、以
下の義務があります。

● 毎年 6 月 1 日時点での障害者雇用状況を
ハローワークへ報告

● 障害者の雇用促進と継続を図るための
「障害者雇用推進者」を選任（努力義務）

②除外率が引き下げられます。
　（令和7年4月以降）

　除外率とは、法定雇用率を一律に適用することになじ
まず、障害者の就業が一般的に困難と認められる業種に
ついて、雇用する労働者数を計算する際に除外率に相当
する労働者数を控除する制度です。
　ただし、この制度は、ノーマライゼーションの観点か
ら平成 16 年度に廃止されており、現在は経過措置として
設定され、廃止の方向で段階的に除外率を引き下げ、縮
小されることとなっております。
　その除外率が、令和 7 月 4 月 1 日から各除外率設定業
種ごとにそれぞれ 10 ポイント引き下げられ、以下のよ
うに変わります。

除外率設定業種
（主な業種を抜粋）

除外率
現在 令和7年4月～

・倉庫業  5％ なし

・建設業　・道路貨物運送業 20％ 10％

・医療業　・高等教育機関
・介護老人保健施設 30％ 20％

・児童福祉事業 40％ 30％

・道路旅客運送業 55％ 45％

・幼稚園
・幼保連携型認定こども園 60％ 50％

③障害者の算定方法が変更となります。

●令和5年4月から精神障害者の算定特例が延長
　週所定労働時間が 20 時間以上 30 時間未満の精神障害
者について、当分の間、雇用率を計算する際に、雇入れ
からの期間等に関係なく「1 カウント（1 人）」として算
定できるようになりました。
● 一部の週所定労働時間 20 時間未満の方の雇用率への

算定（令和 6 年 4 月以降）
　週所定労働時間が 10 時間以上 20 時間未満の精神障害
者、重度身体障害者および重度知的障害者について、雇
用率を計算する際に「0.5 カウント（0.5 人）」として算
定できるようになります。

④障害者雇用のため事業主支援を強化します。
　（令和6年4月以降）

※詳細が決まり次第、ハローワークにて周知予定です。

● 雇入れやその雇用継続に関する相談支援、加齢に伴う
課題に対応する助成金が新設されます。

　障害者雇用に関する相談援助を行う事業者から、雇入
れや雇用継続を図るために相談援助を原則無料で受ける
ことができるようになります。
　また、加齢により職場への適応が難しくなった方に、職
務転換のための能力開発、業務遂行に必要な者の配置や、
設備・施設の設置等を行った場合に助成が受けられるよ
うになります。
●既存の障害者雇用関係の助成金を拡充します。
　障害者介助等助成金や職場適応援助者助成金の拡充、
職場実習・見学の受入れ助成の新設など、事業主の皆様
の障害者雇用の支援を強化します。

ご不明点はハローワーク白山まで　お問い合わせ　TEL　076-275-4131

ハローワーク白山　所長がお話しします！ハローワーク白山　所長がお話しします！
障害者の雇用をお願いします！

ハローワーク
白山所長

杉野 好章
No.27
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アクサ生命保険株式会社　白山分室　
〒924-0871　白山市西新町159-2　松任産業会館4階　℡（076）274-3318

健康経営の認定状況
・白山商工会議所健康経営宣言（平成30年6月認定） 
・白山市健康経営（令和2年8月認定）ブロンズ（令和3年10月認定）シルバー（令和4年11月認定） 
・協会けんぽかがやき健康宣言（令和2年8月認定）

白山商工会議所「健康経営宣言」
生活習慣病予防健診受診後の2次健診受診率向上を目指し重症化予防に努めます

健康課題
・ 各自1日当たりの歩数量の意識づけはされていますが、中には、現場作業中での歩数量も含まれているの

で敢えて健康を意識したものにしていきたい。
・ 2部体制業務のため社員同士のコミュニケーション不足を日々感じています。 
　少人数を活かしたランチ会等イベントを増やしていきたいと思います。

取組内容
１．休憩時やトイレに立った時に手軽に運動できるグッズを常においてあります。 
２．白山タニタの歩数計を社員に配布。 
３．インフルエンザ予防接種費用の全額助成。 
４．健康診断受診率100％を維持します。 
５．喫煙者0を維持します。 
６．健康に関する資料等の配布。

活動の成果と今後の計画
　成果とするならH31に白山タニタの歩数計を配布してから各自の健康への関心が高まった事です。
　しかし社員数が少ないとはいえ、それぞれが意識しないと、まとまった取り組みも出来ないと感じていま
す。どんな形であれ、今は各自がジムに通ったりウオーキングをしたりと負担のない程度で楽しみながら自身
の健康維持に努めている感じはありますので継続していけたらいいと思っています。

・事業所名　株式会社アスカ設備研究所
・代表者名　宮江 勇治　　・設立　昭和48年4月　　・従業員数　5名
・業種　建築設備設計及び監理業務 空調ダクト清掃、エアコン洗浄、建築設備検査

健 経康 営 会員企業の取組事例の紹介会員企業の取組事例の紹介
健康経営推進にお役立て下さい。

会社概要　

今こそ
!!

こまめに「運動」を取入れられるよう、グッズを配置してます

最新の情報を提供しています

「歩数計」健康意識向上に役立ってます
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制度名 業　種 製造業 建設業 卸・小売業 サービス業 合計
日本政策金融公庫

経営改善貸付
0 0 2 24,500 0 0 0 0 2 24,500 
2 7,750 8 51,140 0 0 3 20,200 13 79,090 

県追認小口融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営安定支援融資 2 16,000 0 0 0 0 0 0 2 16,000 
2 16,000 0 0 0 0 0 0 2 16,000 

県事業転換支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県地域商工業活性化融資 2 45,000 0 0 0 0 0 0 2 45,000 
2 45,000 2 17,700 0 0 3 36,330 7 99,030 

県小口零細融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
1 5,000 3 10,500 1 5,000 2 10,900 7 31,400 

県創業者支援融資 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県経営力強化保証 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市中小企業
経営安定融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市中小企業
特別支援融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

市店舗近代化
資金融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

県新型コロナウイルス感染症
特別融資

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合　　　計 4 61,000 2 24,500 0 0 0 0 6 85,500 
7 73,750 13 79,340 1 5,000 8 67,430 29 225,520 

白山商工会議所取扱融資状況 令和 5 年 10 月末現在
業種欄：上段：当月分、下段：今年度累計 （単位：千円）

会議所の動き（11月20日～12月31日）
11月

21日(火)

23日(木・祝)
24日(金)

26日(日)
28日(火)

29日（水）
30日（木）

12月
3日（日）
5日（火）
7日（木）

12日（火）

金融なんでも相談
青年部正副会長会議
製造業部会 大根寿しづくり教室
女性会 視察旅行
金融審査委員会
市民交流事業「お菓子作り教室」
インフルエンザワクチン集団接種
卸小売業部会セミナー（4 回目）
建設産業部会　視察研修・親睦会
売れる！ POP ＆チラシ作成セミナー

第 33 回白山珠算連盟 珠算競技大会
青年部理事会
会員親睦ボウリング大会
記帳継続指導

19日（火）

20日（水）
21日（木）
22日（金）
27日（水）

金融なんでも相談
カーボンニュートラル実践セミナー
金融審査委員会
正副会頭会議
青年部正副会長会議
白山市への要望書提出

今後の主な予定
令和 6 年 1 月 4 日（木）　新年互礼会
　　  　 2 月29日（木）　令和5年度　第4回総務委員会
　　  　 3 月11日（月）　令和5年度　第4回常議員会
　　  　 3 月29日（金）　令和5年度　第2回通常議員総会

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

古代世界に思いを馳せて
　私にとって最近の興味は、縄文人は日本列島にいつ
どこから来たのか？縄文人や弥生人は、どんな言葉を
話していたのか？考古学では近年の分子生物学の発
展によって、私たちのルーツとか、日本語のルーツと
かも近い将来かなり明らかになるかもしれません。古
代人の骨にわずかに残るミトコンドリアDNAを分析
し、かなりのことがわかるようになってきています。最
近金沢大や鳥取大などの国際研究チームが米科学誌
サイエンス・アドバンシズ（Science Advances）に「日本
人の完成は古墳時代だった」と研究成果を発表しまし
た。これは「縄文文化、弥生文化、古墳文化のそれぞれ
を特徴づける祖先は、今日の日本人の形成に大きく貢
献して」「この三系統の祖先構造は列島で維持され、現
代日本人の遺伝的基盤となっている」とのことです。
　私は高校時代には「日本史は漢字が多く面倒くさそ
う」というかなり不真面目な理由で日本史を選択科目
から外して学んでいないので、私の日本史の通史とし
ての知識は中学生時代のものです。
　ところが大学で教養科目に日本史があり古代史専
攻の教授が、「邪馬台国」九州説を熱く語り、それが意

外と面白くすっかり歴史好きになりました。　
　上野の東京国立博物館の特別展や奈良の正倉院
展、青森県にある縄文時代の三内丸山遺跡や能登の真
脇遺跡、佐賀県にある弥生時代の吉野ケ里遺跡など、
海外では中国の西安にある兵馬俑、家族旅行で台湾の
故宮博物院にも行きました。お城巡り（最近テレビ番
組によく取り上げられますが）も楽しいです。
　縄文時代の三内丸山遺跡では、それまで持っていた
縄文時代の先入観が見事に打ち砕かれました。縄文時
代に土器の製作が始まり、世界最古の土器と言われて
います。土器の誕生は、画期的で「煮る」ことにより堅い
ものが柔らかくなり、植物のアク抜きもでき、より多く
の自然の恵みを食材として利用できるようになりまし
た。縄文時代は高度な定住生活が営まれ、1万年の平和
が続きました。鍋を囲んだ縄文人の家族の団欒風景が
目に浮かぶようです。
　吉野ケ里遺跡は、まさに「魏志倭人伝」に書かれてい
る女王「卑弥呼（ヒミコ）」の邪馬台国の「宮室・楼観・城
柵」そのままの景色が広がっていました。
　今年は、これまでできなかった吉野ケ里遺跡の新
たな区域が発掘できるようになり、「邪馬台国」の決定
的な証拠が発掘されるかをファンは期待しています。
江戸時代から続く九州説と近畿（奈良）説の論争の中、
「卑弥呼」の墓との説の箸墓古墳がある奈良が最近有
利とされており、吉野ケ里での新たな発見を私も待っ
ています。女王「卑弥呼」はどこに眠っているの？

● 文：丁子行政書士事務所　丁子　泰征　氏

三内丸山遺跡

兵馬俑

吉野ケ里遺跡

徒然なるままに…広報委員会の第38回

　この企画は、会員の皆さまの仕事から離れた一面や、日常の何で　この企画は、会員の皆さまの仕事から離れた一面や、日常の何で
もないことなどを徒然なるままに書き記して頂いております。今月もないことなどを徒然なるままに書き記して頂いております。今月
は丁子行政書士事務所の丁子泰征氏にご寄稿いただきました。は丁子行政書士事務所の丁子泰征氏にご寄稿いただきました。
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各種無料個別相談会一覧表

セミナー等開催のご案内 ※詳細は同封案内チラシをご参照ください。

今月の個別相談 開催期日 相　談　員 備　　考

金融なんでも相談 12月19日（火）
10:00～12:00 日本政策金融公庫　担当者 12月 18 日（月）

16 時までに要予約

メンタルヘルス
個別相談

毎週月曜日
10:00～16:00

白山商工会議所健康経営推進アドバイザー
宮森　弘美　氏 要予約

記帳継続指導 12月12日（火）
9:00～12:00 北陸税理士会松任支部　担当税理士 12月 11 日（月）

16 時までに要予約

法律相談 随　時 弁護士 要予約
申込後に相談員との日程
調整を行います。ご希望
に沿った日程で調整しま
すので、お早めに申込み
ください。

事業承継相談 随　時 税理士

SDGs 個別相談 随　時 中小企業基盤整備機構北陸本部 担当者

※相談は無料です。

●日　時� 11 月 30日（木）午後 2時～ 4時
●場　所� 白山商工会議所
●講　師� 那須野　雄一郎　氏
� （Nasuno デザインワークス�代表）
●受講料� 会員：無料／非会員：5,000 円
●定　員� 30 名
●内　容� �顧客の購買意欲を高める手段としてＰＯＰやチラ

シの役割はまだまだ大きいと考えられます。今回
のセミナーでは、集客力や販促力を発揮する POP
やチラシの作成方法について解説いたします。

●日　時� 12 月 19日（火）午後 2時～ 4時
●場　所� 白山商工会議所及びオンライン（ZOOM）
●講　師� 友田　和幸　氏
� （（独）中小企業基盤整備機構北陸本部）
●事例発表� 多田　一男　氏
� （㈱ビーイングホールディングス）
●受講料� 無料
●内　容� �中小企業や取組みやすい【カーボンニュートラル】

について分かりやすく解説し、先進的に取組んでい
る事例をお伝えいたします。

売れる！ POP ＆チラシ作成セミナー

季節資金のご案内

●石川県小口融資（季節資金・年末資金分）

・限 度 額 300 万円
・融資利率 1.95％（年）
・融資期間 6ヶ月
・取扱期間 11 ／ 1～ 12／ 30
※小規模事業者が対象です。

●白山市中小企業季節（年末年始資金分）資金

・限 度 額 1,000 万円
・融資利率 1.80％（年）
・融資期間 6ヶ月
・取扱期間 11 ／ 1～ 12／ 30
※中小企業者が対象です。

中小企業が取組む！
カーボンニュートラル実践セミナー

東京・銀座の広島県アンテナショップに、「ビー
ル注ぎ名人」と呼ばれる重富寛

ゆたか
さんが 4 年ぶりに

出張したので、訪ねてきました。普段は広島市の
繁華街で、家業である重富酒店の一角で「ビール
スタンド重富」という角打ちを拠点にしています。
今年 5 月の G7 広島サミットでは、国際メディア
センターでその名人芸を披露し、内外のメディア
で話題になりました。

戦前からある注ぎ口を復刻したサーバーと現
代のビールサーバーを駆使し、注ぎ方を変えるだ
けで、一つの銘柄の生ビールの味わいや口当たり
をさまざまに変化させて提供します。それぞれの
異なった味わいは、注ぎ方の違いでメニュー化さ
れており、今回の東京遠征では 6 種類を出してい
ました。
「注ぎ方で味が変わる」という話を初めて聞い

た時はとても信じられず、実際に広島を訪ねて体
験する前は「催眠術かオカルトの類いか」と思っ
ていました。どうしてそんなことが可能なのか。
かいつまんで言うと、注ぐ時グラスに入る流量や
流速を変えて、発生する泡の密度や液体中の炭酸
ガスの量などを制御しています。味わいや口当た
りに影響する要素を注ぎ方で物理的に変え、その
結果生じる微妙な違いを再現性高くコントロー
ルしているのです。実際に何種類か飲んでみると
違いに驚かされます。

それだけでなく重富さんのビール体験には、単
においしいビールを飲むという行為以上の面白さ
と感動があります。ビールを注いでもらう間や味
わっている間に重富さんは、ビールがいかに人類
を長きにわたって幸せにしてきたか、そのために

ビールづくりを手掛けた人たちがいかに苦労した
かなど、さまざまなお話を聞かせてくれます。

重富さんが繁華街の一角で営むビールスタン
ドは、営業時間が午後 5 時から 7 時まで。食事やつ
まみも出さず、一人 2 杯までの制限もあります。
それでも時によっては数十人が行列をつくり、開
店早々に行っても 1 時間以上待つことがありま
す。これだけ人気店なのに、客単価を上げようと
しないのは、そもそもの営業目的が自身の店の売
り上げではなく、お客さんを集めて近隣の繁華街
に回遊させる “ ポータル ” の役割を目指している
からです。また、その知識やテクニックを惜しげ
もなく同業者に伝えていて、広島の重富酒店の近
くだけでなく、全国で重富さんの弟子や生徒に当
たるビール注ぎ職人を育てています。

重富さんのビール体験の神髄は、ビールを通じ
て世の中の人が幸せを感じてほしいという思い
にあります。普通ではあり得ないすごいビール

（モノ）と、面白いお話やお店での人との出会いな
どの体験（コト）以上に、こうした姿勢や考えに触
れることで 1 杯のビールが客にとって特別なも
のに変わっているのです。

誰にでもできることではありませんが、どんな
サービス業にも通じる大切な要素を含んでいる
と感じます。重富さんは、客が店を出る時「行っ
てらっしゃい！」と声を掛けます。その声を背中
に聞いて、客は少し前向きになっている自分に気
付くのです。私もそうでした。

 日経BP総合研究所　上席研究員
 渡辺　和博

「重富さんのビール体験がもたらす
『モノやコト』以上のもの」

渡辺　和博／わたなべ・かずひろ
　日経 BP 総合研究所 上席研究員。1986 年筑波大
学大学院理工学研究科修士課程修了。同年日本経済
新聞社入社。IT 分野、経営分野、コンシューマ分
野の専門誌編集部を経て現職。全国の自治体・商工
会議所などで地域活性化や名産品開発のコンサル
ティング、講演を実施。消費者起点をテーマにヒッ
ト商品育成を支援している。著書に『地方発ヒット
を生む　逆算発想のものづくり』（日経 BP 社）。
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さん
勤務先：株式会社金沢シール

お仕事：営業

趣　味：スポーツ観戦

ひ と言：営業として入社し、2年目となりま

した。シール印刷は奥が深く、日々勉強中

です。お客様に満足していただける商品づ

くりが出来るよう、これからも努めて参り

ます。

金澤和装塾
～…一期一会を礎に…～

現在開催中の “ いしかわ百万石文化祭 ” で着付けを担当さ
せて頂き文字通り素敵なご縁を紡ぎました。

９月にはフランスのナンシー市で新婚礼スタイルの和ドレ
スのお披露目ができ、感無量。更に遡りミス・ワールドジャ
パン石川大会の企画、小松うららでの着物ショー等今年は
活動の幅を広げる機会に恵まれ感謝しています。40 年前に
着付け学校を創業して以来、白山市を拠点に金沢と長年に
渡り教授を行う一方オリジナル着物ショー、婚礼、成人式、
七五三…衣裳から撮影に至るサポートを手掛け、これまでに
延べ１万人以上の実績があります。冒頭に記した様な文化事
業にも積極的に参画している現在です。着物という伝統文化
を守りつつ新たな着物スタイルと SDGs を達成し全国、全
世界へ着物魅力を発信します。

会員紹介コーナー・今月のあさがおさんは、会員であればどなたでも無料で掲載（1回限り）できます。ご希望の方は、事務局へご連絡下さい。

会員紹介
コーナー

代　表� 本田久美子
住　所� 白山市北成町８番地
業　種� 着物着付けの教授・着付けアドバイザー

TEL・FAX�076-275-7545
U R L� kwasoj.com
MAIL� kanazawa.waso@gmail.com

二十歳の前撮り：松任ふるさと館（人気のスポットです）

和ドレス：ミスワールドジャパン石川大会 金沢市市政50周年：ナンシー市役所 成人式前撮り徳光海岸

令和6年 白山商工会議所令和6年 白山商工会議所

新年互礼会開催のご案内新年互礼会開催のご案内
◇日　時　　令和◇日　時　　令和66年年11月月44日（木）日（木）
　　　　　　午後　　　　　　午後33時より時より
　　　　　　※受付は午後2時30分より　　　　　　※受付は午後2時30分より

◇場　所　　グランドホテル白山◇場　所　　グランドホテル白山

  ※詳細は同封のチラシにてご確認ください。※詳細は同封のチラシにてご確認ください。

インスタグラムアカウント


